
授業改善の工夫 自分の考えや見方・考え方を明らかにする活動の工夫 

 

中学校数学 第２学年 『連立方程式とグラフ』 

単元名 「１次関数」 

単元のねらい 

【知識及び技能】 

○事象の中には１次関数としてとらえられるものがあることや１次関数の特

徴を理解することができる。 

○１次関数の表，式，グラフなどを用いて，具体的な事象を表現したり，処理

したりすることができる。 

【思考力，判断力，表現力等】 

○１次関数としてとらえられる二つの数量について，変化や対応の特徴を見い

だし，表，式，グラフを相互に関連付けて考察し表現することができる。 

○１次関数を用いて具体的な事象をとらえ考察することができる。 

【主体的に学習に取り組む態度（関心・意欲・態度）】 

○さまざまな事象を１次関数としてとらえたり，表，式，グラフなどを用いて

その特徴を調べようとしたりしている。 

単元の流れ 

「１次関数」（総時数 15時間） 

（１）１次関数（８時間）  

（２）１次関数と方程式（３時間） 

（３）１次関数の利用（４時間） 

 

○本時のねらい 

 

 

 

 

○準備物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習過程 

学びをつなげるシート 

 ２直線の交点の座標を求める方法を考える活動を通して，２直線の交点の座標が連立方程式の解

と一致することを理解し，理由を説明することができる。       

 

 

思考ヒントカード 



段階 学習内容・活動 
時間 

（分） 
〇指導上の留意点  ●評価規準 

導入 

１ ２元１次方程式のグラフをかかせ，交点が格 

子点になるときの座標を読み取らせる（図１）。 

   

２ グラフの交点が格子点にならない問題を提

示し，グラフをかかせ，座標を読み取らせる。 

３ 本時のめあてを把握する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

〇方程式のグラフをかく方法を確認す

る。 

①方程式をについて解き，傾きと切

片を求める。 

 ②グラフが通る２点の座標を求める 

 

〇座標平面にグラフをかかせること

で，グラフの交点が格子点にならな

いことや，交点の座標を読み取れな

いこと（図１と図２の違い）に気付か

せ，問いにつなげる。 

 

 

展開 

４ 解決の見通しを立てる。 

・交点ということは，二つの方程式の共通な解  

  であるから，前の単元で学習した連立方程式   

  の解を使えば，交点の座標を求めることがで 

きそう。 

５ 課題を解決する。 

（１）二つの直線の交点の座標を求める。 

（２）連立方程式の解が，グラフの交点の座標と

いえるか検討する。 

 

（３）自分の考えをグループで確認し合う。 

 

（４）全体で確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

 

〇既習事項を振り返り，問題解決に使

えそうな考え方とその理由をノート

に書かせる。また，解決の見通しを

全体で共有する。  【手だて１】 

 

〇答えのかき方が，＝
４

５
 ，＝

３

５
でな

い理由を考えさせる。 

 

〇連立方程式の解が，グラフの交点の

座標といえるか検討する手段を全体

で確認する。 

 

〇連立方程式の解が，グラフの交点の

座標といえるか，いえないか判断の

理由を書かせる。  【手だて２】 

 

●２直線の交点の座標が連立方程式の

解と一致することを説明できる。 

【思考力,判断力,表現力等：ノート,発表】 

まとめ 

６ 本時のまとめを行う。 

 ・方程式のグラフの交点は，連立方程式を用 

いると求められる。 

 

１０ 

〇本時の授業の要点を自分の言葉で学

びをつなげるシートにまとめる。             

【手だて２】 

図１ 図２ 

グラフの交点が格子点にならないときは，どのように交点の座標を求めればよいのだろう。 


